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・ ７月のユーロ圏のＰＭＩ製造業指数の確報値は50.4と速報段階から不変。業況判断の分岐点（50）を

辛うじて上回っているものの、過去数ヶ月で製造業の業況改善モメンタムは急ピッチに鈍化している。

2009年10月に業況判断が分岐点を上回って以来で最も弱い値となった。国別には、ドイツ、フランス、

オランダ、オーストリアで改善モメンタムが鈍化、ギリシャ、スペインで悪化モメンタムが加速した。

イタリアは僅かに改善したものの、景気拡大/景気後退の分岐点近辺で停滞している。 

・ 項目別には、生産や新規受注など主要項目の改善ペースが軒並み鈍化。雇用判断も昨年10月以来の水

準に低下したものの、ドイツで雇用の拡大ペースが前月から加速するなど、生産や新規受注ほどの落

ち込みは見られない。なお、同日発表の６月のユーロ圏の失業率は9.9％と４ヶ月連続で横這い推移。

但し、過去２ヶ月は失業者数が僅かに増加に転じるなど、雇用環境は限界的には悪化傾向。スペイン

やアイルランドの失業増が続くなか、ドイツやオランダの失業減で吸収できなくなりつつある。 

・ 世界的な景気減速を受けて、製造業の業況判断は急速に悪化している。但し、雇用環境は底堅さを保

っており、海外景気の減速懸念が和らげば、企業の業況判断は再び上向くことが予想される。 

■ユーロ圏：ＰＭＩ製造業指数と鉱工業生産 ■ＰＭＩ製造業指数

注：鉱工業生産は３ヶ月移動平均、３ヶ月前比年率。 出所：Markit

出所：Markit、Eurostat
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■ＰＭＩ指数（季節調整済み）

2010 2011 2010 2011
3Q 4Q 1Q 2Q 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

ユーロ圏 総合産出指数 55.7 54.9 57.6 55.6 55.5 57.0 58.2 57.6 57.8 55.8 53.3 50.8
製造業ＰＭＩ指数 55.2 55.7 57.9 54.9 57.1 57.3 59.0 57.5 58.0 54.6 52.0 50.4
サービス業業況指数 55.3 54.3 56.5 55.5 54.2 55.6 56.8 57.2 56.7 56.0 53.7 51.4

ドイツ 製造業ＰＭＩ指数 58.2 58.5 61.4 58.1 60.7 60.5 62.7 60.9 62.0 57.7 54.6 52.0
サービス業業況指数 56.2 58.1 59.7 56.5 59.2 60.3 58.6 60.1 56.8 56.1 56.7 52.9

フランス 製造業ＰＭＩ指数 55.0 56.8 55.3 55.0 57.2 54.9 55.7 55.4 57.5 54.9 52.5 50.5
サービス業業況指数 59.9 54.9 59.3 60.5 54.9 57.8 59.7 60.4 62.9 62.5 56.1 54.2

出所：Markit  


